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災
害
や
緊
急
時
な
ど
で
、
住
民
へ
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
非
常
に
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
防
災
無
線
業
務
で
す
が
、
火
災
現
場
等
で
放
送
再
開

の
要
望
を
数
多
く
耳
に
し
ま
す
。
放
送
再
開
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
再
開
が
可
能
か
伺
い
ま
す
。

　
消
防
長　
火
災
発
生
に
関
す
る
現
在
の
運
用
は
試
行
的
な
も
の
で
す
が
、

消
防
本
部
に
は
、
放
送
再
開
を
求
め
る
よ
う
な
ご
要
望
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
ご
近
所
に
消
防
車
や
救
急
車
が
集
ま
っ
た
場
合
な
ど
、
情
報
を
必

要
と
す
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
災
害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
市
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
火
災
や
事
故
の
発
生
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
、
人
員
を
火
災
等
の
災
害
対
応
に
充
て
る
こ
と
を
優
先
し
て

い
る
実
情
が
あ
り
、
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
と
と
も
に
、

当
面
は
災
害
情
報
等
を
知
る
方
法
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
組
織
力
の
向
上
を
目
指
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ

フ
ト
面
で
取
り
組
む
具
体
的
な
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　
消
防
長　
施
設
と
水
利
が
ハ
ー
ド
、
人
員
が
ソ
フ
ト
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
施
設
の
う
ち
、
消
防
本
部
や
消
防
署
の
建
物
や
主
な
附
帯
設

備
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
多
様
化
す
る
災
害
や
増
大
す
る
消
防
需
要
、
職

員
の
働
き
方
改
革
な
ど
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
た
め
、
消
防
庁
舎
等
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
、設
計
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
の
取
組
は
、

良
好
な
職
場
環
境
や
職
員
の
健
康
維
持
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
各
所
属
の
管
理

職
自
身
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
職

員
に
寄
り
添
い
な
が
ら
意
思
疎
通
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
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鈴木　更司 議員

佐藤　文雄 議員
　
こ
れ
ま
で
、
学
校
給
食
無
償
化
や
高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
請
願
に
対

す
る
、
市
長
の
基
本
的
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
令
和
５
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
で
は
「
小
中
学
校
の
学
校
給

食
無
償
化
、
地
場
産
・
有
機
食
材
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
が
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
加
齢
性
難
聴
者
の
補
助
器
購
入
助
成
に
つ
い
て
は
、

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
非
常
に
重

い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
不
登
校
は
、
小
中
学
校
で
34
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
不
登
校

の
問
題
の
解
決
に
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
長　
本
市
の
小
中
義
務
教
育
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
、
令
和
７
年
３
月
末
現
在
で
、
小
学
校
が
28
名
、
中
学
校
が
71
名
で
、

合
計
99
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
本
人
の
成
長
に
と
っ
て
何
が
大
切
な

の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
保
護
者
と
連
携
を
図
り
、
対
応
に
係
る
取
組
を
継

続
的
に
実
施
し
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
復
帰
支
援
、
不
登
校
の
未
然
防
止

と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
学
校
給
食
費
無
償
化
や
補
聴
器
購
入
助
成
に
係
る
請
願
採
択
に

対
す
る
市
長
の
基
本
的
認
識
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
減
額
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

不
登
校
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

１

消
防
組
織
力
の
向
上
を
目
指
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
に
つ
い
て

火
災
発
生
時
の
防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て

１２ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

２

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

３５

一  般  質  問

４

取
り
や
め
て
い
る
火
災
発
生
時
の
防
災
無
線

放
送
に
つ
い
て
伺
う

学
校
給
食
無
償
化
や
補
聴
器
購
入
助
成
に
係
る
請
願

採
択
に
対
す
る
市
長
の
基
本
的
認
識
に
つ
い
て
伺
う

当
面
は
現
状
の
運
用
を
継
続
し
ま
す

採
択
さ
れ
た
請
願
は
非
常
に
重
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す

Ｑ
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一  般  質  問

　
か
す
み
が
う
ら
市
水
田
稲
作
政
策
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

　
産
業
経
済
部
長　
令
和
６
年
度
農
家
戸
数
は
１
３
５
７
戸
、
作
付
面
積

は
１
１
２
２
㌶
で
、
５
年
間
で
２
２
７
戸
、
77
㌶
減
で
す
。
作
付
面
積
２
㌶

未
満
の
農
家
が
１
２
５
０
戸
で
、全
体
の
92
％
で
す
。
認
定
農
業
者
は
76
戸
、

耕
作
面
積
が
５
３
９
．４
㌶
で
、
平
均
年
齢
は
６
４
．９
歳
と
、
高
齢
化
が
顕

著
で
す
。
担
い
手
育
成
に
、
安
定
収
益
・
耕
作
地
の
大
規
模
・
集
約
化
が
求

め
ら
れ
、
効
率
化
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
等
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
、
多
収
量
品
種
の
導
入
が
有
効
で
す
。
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
を
進

め
、耕
作
面
積
拡
大
を
図
り
ま
す
。
10
年
後
耕
作
意
向
の
農
地
面
積
合
計
は
、

４
６
３
㌶
で
す
。
農
地
の
集
約
化
、
大
規
模
化
の
推
進
に
は
、
農
作
業
効
率

化
に
よ
る
農
業
機
械
の
大
型
化
、
農
道
の
幅
員
確
保
が
必
要
と
な
り
、
再
整

備
に
当
た
り
土
地
改
良
区
、
国
、
県
、
関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
が
担
う
出
島
用
水
は
、
旧
出
島

土
地
改
良
区
の
エ
リ
ア
の
ほ
か
、
一
の
瀬
川
や
菱
木
川
流
域
の
稲
作
栽
培
に

重
要
な
経
営
水
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
役
員
や
支
館
役
員
へ
名
称
を
改
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
の

委
嘱
状
は
ど
の
よ
う
に
発
行
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
教
育
部
長　
社
会
教
育
法
で
、
公
民
館
は
「
市
町
村
が
設
置
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
委
嘱
状
は
支
館
の
役
員
に
交
付
さ
れ
、
公
民
館
の
役
員
に

は
未
交
付
と
、
齟
齬
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
委
嘱
状
交
付
を
進
め
ま
す
。

　
撤
回
さ
れ
た
サ
ム
ラ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
連
予
算
及
び
学
芸
員
が
１
名
減

の
２
名
と
な
っ
た
異
動
後
の
歴
史
博
物
館
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
部
長　
本
館
事
務
室
は
、
展
示
の
拡
充
の
た
め
使
用
し
ま
す
。
学

芸
員
は
、
水
戸
市
に
次
ぐ
業
務
量
と
な
る
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
も
担
う
学
芸

員
の
資
格
所
有
者
が
対
応
し
て
お
り
、
学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
職
員
の
育

成
が
必
要
で
す
。
近
隣
の
学
芸
員
の
配
置
状
況
は
石
岡
市
が
５
名
、
土
浦
市

が
13
名
で
す
。
今
年
度
は
、
土
浦
市
と
行
方
市
が
帆
引
き
船
無
形
民
俗
文
化

財
県
指
定
の
年
度
内
の
指
定
を
目
指
し
手
続
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
令
和
８

年
度
に
は
、
茨
城
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
申
請
に
向
け
、
３
市
連
携
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱＱ ＡＡＡ

議員

　
か
す
み
が
う
ら
市
こ
ど
も
計
画
の
基
本
理
念
と
基
本
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
部
長　
基
本
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
、
基
本
理
念
と
国
の

指
針
、
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、
３
つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

基
本
方
針
１
、
こ
ど
も
・
若
者
が
希
望
を
持
っ
て
成
長
で
き
る
環
境
を
創
り

ま
す
。
基
本
方
針
２
、
こ
ど
も
・
若
者
の
育
ち
の
場
と
な
る
家
庭
や
地
域
を

支
え
ま
す
。
基
本
方
針
３
、こ
ど
も
・
若
者
の
成
長
と
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
妊
娠
か
ら
出
産
期
、
未
就
学
期
、
就
学
期
の
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
最
後
に
青
年
期
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
の
伴
走
型
子
育
て
支
援
に
よ
り
、
子
育
て
の
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
保
護
者
へ
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
み
収
集
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
火
災
に
つ
い
て
、
本
市
の
回
収
方
法
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
を
出
す
側

の
意
識
の
醸
成
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
広
報
に
努
め
ら
れ
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
本
市
の
電
池
回
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
分
別
回
収
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
回
収
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
積
所
に
よ
る
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
と
市
内
公
共
施
設
で
の
拠
点
回
収
を
併
用

し
、
住
民
の
利
便
性
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
火
災
リ

ス
ク
の
低
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
質
問

の
と
お
り
危
険
性
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
分
別

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
改
め
て

拠
点
回
収
場
所
な
ど
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

ＱＱＡ Ａ
か
す
み
が
う
ら
市
こ
ど
も
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
環
境
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
つ
い
て

１

か
す
み
が
う
ら
市
水
田
稲
作
政
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
公
民
館
の
位
置
と
活
動
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

撤
回
さ
れ
た
サ
ム
ラ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
連
予
算
及
び
学
芸
員 

異
動
後
の
歴
史
博
物
館
の
運
営
に
お
け
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

３ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

石澤　正広 議員２

１ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２ 設楽　健夫

本
市
の
水
田
稲
作
政
策
の
現
状
と
課
題
を

伺
う

か
す
み
が
う
ら
市
こ
ど
も
計
画
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
伺
う

農
家
の
耕
作
面
積
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
伴
走
型
子
育
て
支
援

に
よ
り
保
護
者
へ
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
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霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
２
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
３
ブ

ロ
ッ
ク
程
度
に
分
け
て
工
事
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
部
屋
に
よ
っ
て

工
期
に
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
を
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
分
割
し
て
行
う
予
定
で
す
。
ま
ず
は
、
臨
時
図
書
館
と
し
て
使
用
予
定
の

会
議
室
１
と
２
を
含
む
建
屋
東
側
半
分
の
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
ホ
ー
ル
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
集
会
室
な
ど
を
含
む
東
側
残
り
半
分
の
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
着
工
し
、
続
い
て
、
現
図
書
館
を
含
む
西
側
半
分
の
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
と
い

う
順
序
で
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
工
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
１
ブ

ロ
ッ
ク
は
４
か
月
程
度
、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
か
月
程
度
、
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

は
５
か
月
程
度
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
全
体
で
約
12
か
月
間
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
図
書
館
の
休
館
期
間
は
ど
の
く
ら
い
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
工
事
完
了
後
、
書
棚
を
設
置
し
、
一
部

の
図
書
を
移
動
す
る
な
ど
の
作
業
を
行
う
た
め
、
約
１
か
月
の
休
館
を
経
て

臨
時
図
書
館
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　
芝
生
広
場
に
あ
り
ま
す
屋
外
ト
イ
レ
で
す
が
、
今
回
霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
中
が
改
修
工
事
に
入
り
ま
す
の
で
、
室
内
の
ト
イ
レ

が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
、
早
急
に
屋
外
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
昨
年
隣
接
す
る
休
憩
棟
の
う
ち
の
ト
イ
レ
に
電
源
コ
ン
セ

ン
ト
を
設
置
し
て
お
り
、
一
部
を
近
々
洋
式
の
暖
房

便
座
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

ＱＱＱ ＡＡＡ

塚本　直樹 議員

櫻井　繁行 議員
　
令
和
７
年
度
の
地
域
移
行
に
向
け
た
取
組
、
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
を

い
た
し
ま
す
。

　
教
育
長　
本
年
度
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年

度
に
活
動
し
て
い
る
６
団
体
に
加
え
、
令
和
７
年
度
に
は
新
た
に
８
団
体
が

加
わ
り
、
14
団
体
に
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
に
参
加
し
て
い
る
７
、
８
、
９
年
生
の
生
徒
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
５
月
１
日
現
在
で
、
７
年
生
が
68
名
、
８
年
生
が
74
名
、
９
年
生
が
98
名

の
合
わ
せ
て
２
４
０
名
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
る
状
況
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、令
和
７
年
度
に
参
加
し
て
い
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
は
、

運
動
部
の
み
の
参
加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
度
に
向
け
ま
し

て
は
、
運
動
部
の
加
入
促
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
化
芸
術
部
に
つ
き
ま

し
て
も
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
に
参
加
を
進
め
る
べ
く
積
極
的
に
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
庁
舎
間
の
連
携
を
含
む
本
市
の
Ｄ
Ｘ
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
を
い

た
し
ま
す
。

　
総
務
企
画
部
長　
ま
ず
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
で
す

が
、
行
政
側
と
い
た
し
ま
し
て
は
業
務
の
効
率
化
、
迅
速
化
、
正
確
性
の
向

上
が
見
込
ま
れ
、
住
民
の
皆
様
の
側
と
し
て
は
利
便
性
、
満
足
度
の
向
上
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
う
ち
、
重
点
取
組
事
項

と
し
て
７
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
達
成
、
非
達
成
を

積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
と
、
全
７
項
目
全
て
に
お
い
て
達
成
し
て
い
る
状
況

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、７
項
目
全
て
達
成
し
た
と
申
し
ま
し
て
も
、

技
術
の
発
展
や
新
し
い
仕
組
み
の
開
発
、
そ
れ
か
ら
国
の
施
策
の
方
向
性
な

ど
、
そ
も
そ
も
年
々
変
化
し
て
い
く
も
の
で
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
ま

し
て
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
第
一
に
考
慮
し
て
、
市
役
所
の

業
務
の
効
率
化
の
向
上
と
併
せ
ま
し
て
、
よ
り

一
層
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
組
に
つ
い
て

１

霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
旧
あ
じ
さ
い
館
）
の

大
規
模
改
修
に
つ
い
て

多
目
的
運
動
広
場
の
照
明
に
つ
い
て

下
水
道
の
現
状
と
将
来
の
展
望
に
つ
い
て

１３ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

２

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

３

一般質問の持ち時間を、質問・答弁含めて70分として行いました。

▲霞ヶ浦コミュニティセンター

２

霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
旧�

あ
じ
さ
い
館
）
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
伺
う

令
和
７
年
度
の
地
域
移
行
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
伺
う

工
事
期
間
は
12
か
月
（
約
１
年
）
で
す

本
年
度
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
新
た
に
８
団
体

が
加
わ
り
、
14
団
体
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ


